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やまぐち地域医療セミナー2017 in 長門 

山口県で総合診療医になろう！ 

「山口県へき地医療功労者知事表彰」表彰式 

地域医療に従事する医師を志す方への支援制度 
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表紙  ことば 「患者さんとその家族に納得してもらって、喜んでもらう、そういう仕事をした

いと思っています」 

     （医療法人社団河郷診療所 理事長 河郷忍先生へのインタビューから） 

 

 写 真 周防祖生の柱松（国指定重要無形文化財） 

柱松は、およそ 280 年続く伝統の火祭りです。河郷診療所のある周東町

祖生の中村・山田・落合の３地区で古来から継承されてきました。高さ 20

ｍほどの胴木の先に円錐形の鉢を乗せ、三方に大綱を張って立て据え、神事

の後火をつけた松明を投げて点火・炎上させます。松明が弧を描き、燃え盛

る柱松が夏の夜空を焦がす様は圧巻です。 
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 第１７回の「地域医療の現場より」では、岩国市周東町で診療所

を経営されるとともに、長年にわたり岩国市が開設するへき地診療所

での診療にも従事され、このたび「山口県へき地医療功労者知事表彰」を

受賞された河郷忍先生に、医師を志してから現在までのお話をお伺いしました。

 飾らないお人柄で、地域を愛し、地域に愛されていることが感じられる、心が温まるようなお話が伺

えました。
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－河郷先生が、医師になろうと思ったきっかけに

ついてお聞かせください。 

 

 診療所は、祖父が大正１３年に開設した診療所

で、建物は戦前に建てられたものです。父親は昭

和 26 年から始めて、私は昭和 57 年から始めま

した。私は一人っ子で、当然診療所を継ぐのは自

分かなと、自然に考えていたのだと思います。そ

うしていつしか医師の道を目指すようになって

いました。 

 

－大正１３年から続いているのですか。地域にと

っては無くてはならない診療所ですね。 

 先生は河郷診療所を継がれるまでは、どういっ

たところで勤務されておられたのですか。 

  

 大学は関西医科大学に進学しました。卒業して、

大学病院で消化器内科に入局したのですが、ちょ

うどその頃、父の具合が悪くなり、大学勤務３年

半で、急きょ診療所に戻ってきました。２８歳の

１月でした。戻ってきて間もなく、父は在宅で亡

くなりました。開業して、最初の死亡診断書が父

でした。 

 

－それは急なことだったんですね。きっと最初は

ご苦労されたのではないですか。 

 

専門を取る前に大学を離れることになったの

ですが、何とかなるかな、と安易に考えて開業し

ました。今から考えると無謀だったと思います。 

 

－今日も外来の患者さんがたくさんおられます

が、どういった特徴のある診療所ですか。 

 

（上）河郷忍先生 （下）河郷診療所のシンボルツリー 
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今朝の外来は５５人でした。この地域は高速道

路のインターチェンジが近くにあり、比較的交通

の便のいいところです。しかし、２つあった小学

校が統合され、若い人が減り、やはり高齢者の多

い地域で、患者さんも高齢者が多いですね。診療

所に来られない高齢の患者さんのために、診療日

の午後の時間は、往診に出かけます。ときどき医

学生や看護学生、研修医などの研修の受入れもし

ていて、いろんな話をするのが楽しみです。 

 

 

－在宅の患者さんはどれくらい診ておられるの

ですか。 

 

 今は８０人くらいです。この診療所と併せて、

訪問看護ステーションも運営しているので、連携

して在宅支援をしています。訪問看護がないと、

８０人も診られないですね。 

 

－それでは、先生が支援しておられる周東中田診

療所のこともお聞かせください。周東中田診療所

を支援されることになったきっかけはなんです

か。 

 

 中田診療所は父が診療支援していたもので、私

はそれを引き続いてやっています。父からは周東

中田診療所を支援することとなった理由は聞け

ていないです。 

 

－周東中田診療所はどんな診療所ですか。 

 

 周東町中田地区は人口４５０人くらいで、私が

診療に行き出した３０年前は、結構患者さんが多

かったように思います。農業推進地区ですが、農

業の担い手は減っていて、近頃は、独居や高齢者

夫婦が多くなったように感じます。 

 

－どれくらいの間隔で診療されておられるので

すか。 

 

 毎週水曜日に午後１時から３時の間で診療し

ています。高齢の患者さんが中心で、高血圧など

で定期的に薬をもらいに来る方が多いですね。患

者さんは１日２～５人程度です。そのあと、中田

診療所の周辺の患者さん宅に訪問診療に行きま

す。 

 

－へき地診療所で勤務される上で、どういった専

門をもっていたらいいとお考えですか。 

 

 私は、こういうへき地の診療所は、専門はいら

ないと思っています。とりあえず１次的なものを

判断して、必要であれば専門の先生のところに送

る、ということが仕事と思っています。高齢にな

るほど、１人の人がいろんな病気を持っています。

そうしたときに、先ず診てあげること、そして私

で治療することが難しい場合は、専門医に紹介し

ます。そのためには、日頃から研修会などに参加

し、ネットワークづくりをしておくことが大事で

す。 

周東中田診療所 

河郷診療所の待合室 －診療開始時間から多くの患者さん

で混み合う。 
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－普段、どんなことを心がけて診療されています

か。 

 

 治療に関しては、患者さんとその家族に納得し

てもらって、喜んでもらう、そういう仕事をした

いと思っています。そのために私は、笑いとか、

ユーモアというものを、大事にしています。それ

は、患者さんの医者に対するハードルを下げたい

からです。そうすることで、患者さんからいろん

な話を言ってもらえるようになると思います。中

には、私に言わないで看護師に言ってる人はいま

すけどね（笑） 

 

－きっと、先生が忙しいのが分るから、患者さん

が先生に遠慮されるのでしょうね。 

それでは、先生がやりがいを感じておられるこ

とはどんなことでしょうか。 

 

 患者さんから感謝されたときは、やってよかっ

た、と思いますね。以前のことですが、お茶の先

生をされておられた方を在宅で看取りました。後

日になって、その方の家族が、手紙を見つけて私

に届けてくださいました。読んでみると、その方

が生前に私に宛てた感謝の言葉が綴られた手紙

でした。外来だけではこういったことありません。

訪問して、長い付き合いを重ねてのことだと思い

ます。こういうことがあるから、この仕事は面白

いなと思いますね。 

 

－素敵な話ですね。 

それでは、診療から離れて、普段、どんな楽し

みをおもちですか。 

 

 大学のときに落語に夢中になりました。田舎に

帰ってきて、落語会をやりたいと思っていました。

ある噺家さんとご縁ができ、自宅の２階で落語会

をしたり、公民館や学校で落語会をしています。

結局、みんなに喜んでもらいたいんですね。また、

そういうことをきっかけに、人とのつながりがで

きて、河郷診療所を題材とした歌（「往診ハラシ

ョウ」）を作っていただいたり、絵葉書を作って

いただいたりして、人との関わりによって世界が

広がりますね。 

 

診療所の飾ってある絵が患者さんをなごませています 「往診ハラショウ」が収録されているＣＤジャケット 

この曲は、リピート山中さんが河郷先生の往診に３日間同

行され完成。これを聴くと不思議と温かい気持ちに。 

河郷診療所のなにげない診療風景や往診の様子が描かれて

いる絵葉書。とても温かみのある画風。 



 

－先生が診療される上で目指しておられる事や、

今後の抱負などお聞かせください。

  

 私の能力に合わせた診療をすることですね。そ

して、息子がバトンタッチしてくれれば、それま

で継続したいと思います。

 

－最後に、これから医療の仕事に携わりたい高校

生や医学生へのメッセージをお願いします。

 

 開業医の仕事は面白い仕事だと思います。自分

の仕事が面白いと思っている人は１割くらいし

かいない、と聞いたことがあります。私はその１

割に入ろうと思って仕事をしてます。特に在宅医

療は、辛い時もあるけど、結構面白いと思います。

いろんな家族・家庭があり、外来では見えない風

景も見えてきます。訪問看護師さんやケアマネさ

んと、あの人ああだったね、こうだったね、と話
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県では、長年にわたるへき地診療所への医師派遣など、へき地医療の確保に関する功績が顕著な団体

を称えるとともに、その地道な取組を広く周知することにより、へき地医療に関心を持つ医療機関の増

加など、へき地医療の確保の一層の推進を図ることを目的として、平成２９年度に「山口県へき地医療

功労者知事表彰」を創設しました。 

 最初の受賞者は、防府市お茶屋町の「医療法人博愛会山口博愛病院」と、岩国市周東町の「医療法人

社団河郷診療所」の２医療機関に決定し、平成 29 年 10 月 26 日、県庁において、村岡知事から表彰

状と記念品が授与されました。 

 この表彰をきっかけに、へき地医療支援の取組が他の医療機関にも広がることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真の左から、苅田理事長、村岡知事、河郷理事長） 

トピックス 「山口県へき地医療功労者知事表彰」の表彰式が行われました。 

「医療法人博愛会 山口博愛病院」 

（理事長（院長） 苅田幹夫） 

＊＊へき地医療の支援内容＊＊ 

[支援先]：防府市野島診療所（週 2 回、医師 1

名、看護師 1 名、事務員 1 名を派遣） 

・昭和 61 年 11 月、野島診療所に常駐してい

た医師の退職を受け、前身の村田博愛病院が診

療業務を実施することとなり、現在まで 31 年

間、島唯一の医療機関として診療を担っている。 

「医療法人社団 河郷診療所」 

（理事長（院長） 河郷忍） 

＊＊へき地医療の支援内容＊＊ 

[支援先]：岩国市立周東中田診療所（週 1 回、

院長が診療を実施） 

・昭和 56 年に、地区唯一の医療機関として前

身の周東町立中田出張所が開設されて以来、現

在まで 36 年、河郷診療所が診療業務を行って

いる。 

【受賞者紹介】 
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こうした時間を通じて、参加者それぞれが、地

域医療にとって大切なものを発見し、感じたこと

を参加者みんなで共有できたように思います。

2 日目の夜に開催されたフランクな意見交換会

では、長門市長をはじめ、多数の行政・大学・医

療関係者が参加され、学生生活の中では経験でき

ない交流も生まれました。
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力をさらに伸ばし、課題を解決するために何がで
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ください」という声を多数頂き、学生とっても地

域にとっても充実したセミナーとなったようで

した。
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海側にフィールドを移し、周南市での開催を予定

しています。興味を持たれた医学生・看護学生の

皆さん、周南市でお会いしましょう！
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（写真 アメリカ・オレゴンにて） 

 「山口県の地域医療にはどんな可能性があるのか」 

 

 このコーナーでは、県外出身で、縁あって山口県で勤務することとなった山口県立総合

医療センターへき地医療支援部の横田啓先生とともに、外から見た山口県の地域医療につ

いて考えていきます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

－先生は県外のご出身でいらっしゃいますが、ど

んなところで過ごされたんですか。 

 

 生まれは千葉県なんですが、父親の仕事の関係

で、５歳のときに兵庫県、中学２年の頃に茨城県、

高校２年の頃に神奈川県に転居しました。 

 兵庫県では、最初宝塚市にいて、その後兵庫県

の川西市に移ったんですが、川西市にいる頃、１

２歳のときに阪神淡路大震災に遭いました。１か

月くらいガスが止まって温かいご飯が食べられ

ませんでした。また、宝塚市にいた頃に友達の住

んでいた家のあった場所が更地になっていて、震

災の恐ろしさを身を持って体感しました。 

 

－先生が将来の職業を意識されたのはいつごろ

ですか。 

 

 震災を経験した中２の頃だったと思うのです

～県外出身医師から見た山口県の医療の姿～ 

山口県の地域医療を考える 

横田啓（よこたけい）先生プロフィール 

 

 昭和５８年、千葉県生まれ。その後、神奈川県の高校を卒業し、自治医科

大学で学ぶ。 

平成１４年３月 神奈川県立湘南高校卒業 

平成２０年３月 自治医科大学卒業 

平成２０年４月 神奈川県立足柄上病院 初期研修 

平成２２年４月 岩国市立美和病院 

平成２４年４月 岩国市立本郷診療所 

平成２５年４月 神奈川県平塚保健福祉事務所・神奈川県立煤ケ谷診療所 

平成２６年４月 聖マリアンナ医科大学腎臓・高血圧内科 

平成２８年４月 山口県立総合医療センターへき地医療支援部 
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が、オックスファムというＮＧＯのラジオを聞く

ことがあって、そのときに「世界には食事がなく

て亡くなる人が１日に５万人もいる」ということ

を知ったんです。そのことに衝撃を受け、それと

同時に将来の職業を意識し始めました。 

 

 

－ということは、最初から医師を目指された訳で

はなかったということですか。 

 

 そうなんです。最初は国連に勤めたいと思って

いたんです。その後、茨城県の高校に通っていた

時にとてもお世話になった倫理の先生に将来の

夢を語ったことがあって、そのときに先生から、

「紛争地帯で殺されない職業が２つある。白衣を

着た人と、お坊さん」と言われた。人の生死にか

かわる仕事をしている人は大事にされる、それだ

け、そうした土地に暮らす人にとって大切な職業

だ、ということです。そこから数カ月悩みました。

その頃、出会った本で、「医は国境を越えて」と

いう中村哲先生が執筆された本に大変感銘を受

け、医師を目指そう、という意思が明確になりま

した。そして高校２年の終わりから「理転」した

んです。そこから、それまであまり勉強してこな

かった理科の勉強を始めました。自治医大は倫理

の先生の紹介で知りました。大学の建学の精神が

自分の目指す方向に合っていたので、自治医大へ

の進学を希望するようになりました。 

大学生の頃は、暇を見つけては海外旅行に行っ

ていました。海外といっても、医療を受けること

が難しいような東南アジアの村に行って、現地の

生活を体験したり、そこで活動するＮＧＯに合流

して支援活動を手伝ったりしていました。 

 

－どうやって旅行先を見つけていたのですか。 

 

 ＮＧＯの情報が載っている本を見て、直接ＮＧ

Ｏに連絡を取っていました。 

 

－先生の行動力はすざまじいですね。 

それでは、先生が医師になってからの勤務につ

いてお訊ねしますが、神奈川県ではどんな勤務を

されていましたか。 

 

 神奈川県はへき地がないので、保健所での勤務

が多くなります。私も保健所で勤務しましたが、

感染病予防の業務や、中学校でエイズに関する講

演をしたり、公民館で健康講座をして回ったり。

それらの経験も有意義だったなと思います。保健

所勤務のときには、３日保健所、１日診療所、１

日研修、というスケジュールでした。後期研修で

は、大学病院で腎臓内科について学びました。 

 

－山口県で勤務することになったきっかけを教

えてください。 

 

 同じ自治医卒で山口県出身の女性との結婚を

機に、山口県で勤務することになりました。山口

県のへき地では、美和病院と本郷診療所に勤務し

ました。山口県で義務が明けることになったので

すが、縁あってそのまま県立総合医療センターへ

き地医療支援部で勤務しています。 

 

－現在、へき地医療支援部ではどういった仕事を

されておられるのですか。 

 

 無医地区等での巡回診療やへき地診療所の代

診など、へき地の医療支援を行っています。また、

総合診療専門研修プログラムの専攻医の育成を

行っています。 



 

 

－山口県の印象はどうですか。

 

 山が多く、自然豊かで、きれい、という印象で

す。そして魚がおいしいのが魅力ですね。

 へき地で勤務していたときに、地域の方にとて

もよくしてもらいました。まだ若くて至らないと

ころも多い時期に、１人診療所での勤務はプレッ

シャーもありますが、それを上回る「やりがい」

を感じていました。

 

－山口県での勤務を通じて、神奈川県との違いに

ついて、どんなふうに感じられましたか。

 

 自分が山口県のへき地勤務での経験でいうと、

へき地には総合病院はありませんが、へき地診療

所では、何があっても診る、という姿勢で勤務し

ていました。それによって、住民も、何でも相談

できるし、安心感を与えることができていたと思

います。一方、都市部ではいろんな選択肢があり

ますが、その結果、相談先が見つからない人が意

外に多いのではないでしょうか。

 

－山口県の地域医療の強みと弱みについてどう

お感じですか。

 

 医師の偏在、医師不足というのは確かに感じま
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ころも多い時期に、１人診療所での勤務はプレッ
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へき地には総合病院はありませんが、へき地診療
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ていました。それによって、住民も、何でも相談

できるし、安心感を与えることができていたと思
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－山口県の地域医療の強みと弱みについてどう

医師の偏在、医師不足というのは確かに感じま

す。また、医師の高齢化も進

それが弱みでしょうか。一方で、何でも相談でき

る医師が多いな、という印象があります。総合診

療専門医を目指す人は、今、地域医療を担ってい

る医師を見習うべきところがたくさんあると思

います。

 

－これからの山口県の地域医療に求められてい

るものは何だとお感じですか。

 

 これまでへき地を支えてこられた医師が高齢

化する中、そうした医師の跡を継ぐ方はなかなか

現れないのが現状です。我々は、地域医療に興味

をもった学生を増やしていく必要があります。そ

のためには、興味を持ってもらえるような機会を

提供していくこと

て育った医師が、１人で地域を支えるのではなく、

支え合うシステムをつくることも大事です。県総

では、へき地で勤務する総合診療専門研修プログ

ラム専攻医と、週１回、スカイプで相談できる体

制をつくっており、こうした取組が広がっていく

ことを期待しています。

 

－医師不足に対してどういった対策が考えられ

ますか。

 

働きやすい環境をつくることで、山口県で働き

たい、と思う人が増えていくのではないでしょう

か。特に女性医師が多くなっている昨今、ワーク
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働きやすい環境をつくることで、山口県で働き

たい、と思う人が増えていくのではないでしょう

か。特に女性医師が多くなっている昨今、ワーク

スカイプを活用した遠隔カンファレンス
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ライフバランスを考えたフレキシブルな働き方

ができる職場づくりは急務です。具体的な策とし

て、例えば、山口県では１人の患者さんを１人の

医師が診る「主治医制」が主流で、もちろんメリ

ットは大きいのですが、医師の負担が大きいとい

うデメリットもあります。これからは複数の医師

で患者さんを診る「チーム制」の導入も検討する

時期かもしれません。 

 

－今後の抱負を教えてください。 

 

 臓器別の専門医を目指していたこともありま

したが、ＯＨＳＵ（オレゴン健康科学大学）で総

合診療について学んでからは、今の日本にとって、

複数の疾患を包括的に診ることができる「総合診

療医」を育てていくことが大事だという風に認識

が変わりました。今は、１人でも多くの若手医師

に、総合診療に魅力を感じてもらえるように、県

総の総合診療専門研修プログラムを充実させ、山

口県で活躍する総合診療医を育成していくこと

が目標です。     

 

－ありがとうございました。これからも山口県の

地域医療の充実に向けた先生の御活躍に期待し

ています！ 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

横田先生が指導医を務める県立総合医療センターの総合診療専門研修プログラム「長州総合診療プログ

ラム」。 

平成 24 年に日本プライマリ・ケア連合学会認定の家庭医療専門医の養成プログラムを設置後、毎年、

専攻医がエントリーし、計 8 名の受け入れ実績があり、自治医科大学の卒業医師キャリアにも対応可能。 

興味のある方は、是非、県立総合医療センターへお問い合わせください。 

 

 

  



 

注目！ 

 

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

幅広く対応できる「総合診療医」が望まれています。

★山口県の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

を育てます。

★地域の期待に応える意欲ある方のプログラム登録をお待ちしています！

 

 
【岩国医療センター
●連携施設：いしいケア・クリニック

●研修期間：３年

 

 
【長州総合診療
●連携施設：岩国市立錦中央病院

大島病院、周防大島町東和病院

院、美祢市立美東病院

●研修期間：３年

 

 
【下関医療センター
ふくプログラム
●連携施設：下関市立豊田中央病院

JCHO 徳山中央病院

●研修期間：３年

☆プログラムに関する詳細情報は、「やまぐちドクターネッ

 山口県で総合診療医になろう

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

幅広く対応できる「総合診療医」が望まれています。

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

を育てます。 

地域の期待に応える意欲ある方のプログラム登録をお待ちしています！

国立病院機構

岩国医療センター
〒

住所：岩国市愛宕町

Tel

Mail

センター 総合診療科専門研修
いしいケア・クリニック

年 

山口県立総合医療センター
〒747

住所：防府市大字大崎

Tel

Mail

 

長州総合診療プログラム
岩国市立錦中央病院

周防大島町東和病院

美祢市立美東病院、下関市立豊田中央病院

年 

独立行政法人地域医療機能

推進機構
〒750

住所：下関市上新地町

Tel：

Mail

センター総合診療後期研修
ふくプログラム」】 

下関市立豊田中央病院

徳山中央病院 

年 

☆プログラムに関する詳細情報は、「やまぐちドクターネッ

山口県で総合診療医になろう

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

幅広く対応できる「総合診療医」が望まれています。

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

地域の期待に応える意欲ある方のプログラム登録をお待ちしています！

国立病院機構

岩国医療センター
〒740-8510 

住所：岩国市愛宕町

Tel：0827-34-

Mail：sonobe-h＠

総合診療科専門研修
いしいケア・クリニック、岩国市立錦中央病院

山口県立総合医療センター
747-8511 

住所：防府市大字大崎

Tel：0835-22-4411

Mail：soumuka＠ymghp.jp

プログラム】 
岩国市立錦中央病院、岩国市立美和病院

周防大島町東和病院、周防大島町橘病院

下関市立豊田中央病院

独立行政法人地域医療機能

推進機構 下関医療センター
750-0061 

住所：下関市上新地町

：083-231-5811

Mail：soumu＠shimonoseki.jcho.go.jp

総合診療後期研修

下関市立豊田中央病院、特定医療法人茜会昭和病院

☆プログラムに関する詳細情報は、「やまぐちドクターネッ

山口県で総合診療医になろう

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

幅広く対応できる「総合診療医」が望まれています。

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

地域の期待に応える意欲ある方のプログラム登録をお待ちしています！

国立病院機構  

岩国医療センター 

住所：岩国市愛宕町 1-1-1 

1000 

＠iwakuni-nh.go.jp

総合診療科専門研修プログラム
岩国市立錦中央病院 

山口県立総合医療センター

住所：防府市大字大崎 77 番地 

4411（代表） 

ymghp.jp 

岩国市立美和病院、周防大島町

周防大島町橘病院、美祢市立病

下関市立豊田中央病院 

独立行政法人地域医療機能

下関医療センター

住所：下関市上新地町 3 丁目 3 番 8 号

5811 

shimonoseki.jcho.go.jp

総合診療後期研修プログラム「

特定医療法人茜会昭和病院

☆プログラムに関する詳細情報は、「やまぐちドクターネッ

山口県地域医療

山口県で総合診療医になろう

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

幅広く対応できる「総合診療医」が望まれています。 

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

地域の期待に応える意欲ある方のプログラム登録をお待ちしています！

nh.go.jp 

プログラム】 【徳山中央病院総合診療専門研修
●連携施設

●研修期間

 

山口県立総合医療センター 

周防大島町

美祢市立病

 
【山口大学総合診療
●連携施設

小野田診療所

ク、川上診療所

●研修期間

 

独立行政法人地域医療機能

下関医療センター 

号 

shimonoseki.jcho.go.jp 

「ふく

特定医療法人茜会昭和病院、

☆プログラムに関する詳細情報は、「やまぐちドクターネッ

山口県地域医療

山口県で総合診療医になろう！！ 

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

地域の期待に応える意欲ある方のプログラム登録をお待ちしています！

徳山中央病院総合診療専門研修
連携施設：いしいケア・クリニック

研修期間：３年 

山口大学総合診療
連携施設：宇部興産中央病院

小野田診療所、美祢市立病院

川上診療所、河野医院

研修期間：４年 

☆プログラムに関する詳細情報は、「やまぐちドクターネット」に掲載しています

山口県地域医療の風だより No.17 

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

地域の期待に応える意欲ある方のプログラム登録をお待ちしています！ 

独立行政法人地域医療機

能推進機構
〒745-

住所：周南市孝田町１番１号

Tel：08

Mail：toshiro

 
徳山中央病院総合診療専門研修

いしいケア・クリニック、周防大島町立東和病院

山口大学医学部附属病院
〒755-8505

住所：宇部市南小串

Tel：0836-22

Mail：general

 

山口大学総合診療プログラム
宇部興産中央病院、波乗

美祢市立病院、下関市立豊田中央病院

河野医院、都志見病院

ト」に掲載しています

No.17 – 2018.3

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

独立行政法人地域医療機

能推進機構 徳山中央病院
-8522 

住所：周南市孝田町１番１号

0834-28-4411 

toshiro＠tokuchuhp.jp

徳山中央病院総合診療専門研修プログラム
周防大島町立東和病院

山口大学医学部附属病院
8505 

住所：宇部市南小串 1-1-1 

22-2686 

general＠yamaguchi-u.ac.jp

プログラム】 
波乗りクリニック、宇部協立病院

下関市立豊田中央病院

都志見病院 

ト」に掲載しています。 
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独立行政法人地域医療機

徳山中央病院

住所：周南市孝田町１番１号 

 

tokuchuhp.jp 

プログラム】 
周防大島町立東和病院 

山口大学医学部附属病院 

u.ac.jp 

宇部協立病院、生協

下関市立豊田中央病院、わたぬきクリニッ

 

★山口県では、へき地をはじめとした多くの地域で医師が不足しており、こうした地域では様々な住民

のニーズに対応し、入院・外来診療から在宅医療や緩和ケアまで、保健・福祉との密接な連携などにも

の５つの総合診療専門研修プログラムは、これからの超高齢化社会に対応できる「総合診療医」

独立行政法人地域医療機

徳山中央病院 

生協

わたぬきクリニッ
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◆ 医師確保総合情報サイト「やまぐちドクターネット」 

県のインターネットサイト『やまぐちドクター

ネット』では、県の医師確保対策をはじめ、地域

医療に関するトピックスや県内医療機関の情報

を掲載しています。 

このサイト上で会員登録をしていただいた方に

は、現場で活躍する女性医師や研修医の方々のエ

ッセイ等を紹介するメールマガジン「やまぐちド

クターネット通信」を隔月配信しています。 

本誌のバックナンバーも掲載していますの

で、ぜひ一度ご覧ください。 

⇒ http://www.y-doctor.med.yamaguchi-u.ac.jp/ 

 

 

 

 

◆ 地域医療に従事する医師を志す方への支援制度を設けています！ 

 山口県では、地域医療を担う医師の育成のため、自治医科大学の運営費負担と医師修学資金の貸付け

を行っています。各制度の詳細や応募方法については、山口県医療政策課へお尋ねください。 

 

 自治医科大学について 

 自治医科大学は、へき地等の医療の確保と向上を図るため、昭和４７年に全国の都道府県が共同して

設立した、地域医療を支える医師を養成する医科大学です。 

 山口県からは、毎年２～３人が入学し、現在、山口県出身の卒業医師は８０人にのぼっており、へき

地医療のほか、病院や大学、行政など、様々な分野の第一線で活躍しています。 

 

 ＜修学資金貸与と返還免除＞ 

○ 修学資金貸与 

入学金・授業料・実験実習費・施設設備費の全額と入学時学業準備費４０万円が入学者全

員に修学資金として貸与されます。 

○ 返還免除 

 卒業後、山口県知事指定のへき地診療所等に医師として勤務した期間が、修学資金の貸与

を受けた期間の１．５倍相当期間に達した場合は、修学資金全額（利息含む）の返還が免除

されます。 

 

 ＜入試情報＞ 

第１次試験（学力試験・面接試験） 

 期日：例年１月下旬（学力試験の翌日に面接試験）   

  場所：山口県庁 

 学力試験の科目：数学・理科・外国語 

第２次試験（小論文・面接試験） 

 期日：例年２月上旬            

 場所：自治医科大学（栃木県下野市） 
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 山口県医師修学資金貸付制度について 

≪入学予定者・在学生対象の募集≫ ★募集期間：平成３０年 3 月下旬～ 5 月下旬 

 

≪大学入試枠との連動≫ ★募集期間については各大学の募集要項を参照ください 

  

区  分 特定診療科枠・外科枠 県外医学生支援枠 

募集人数 ７ 人 程 度 ３ 人 程 度 

貸 付 額 月額１５万円 月額１２万円 

対象者 
 

ア～ウを

全て 

満たす者 

ア 

（次のいずれかに該当） 

①山口県内の高校を卒業し、県内外の医学部に 

 在籍する学生 

②山口県外の高校を卒業し、山口県内に３年以上 

 継続して在住する保護者を有し、県内外の医学 

部に在籍する学生 

（次のいずれかに該当） 

①山口県内の高校を卒業し、県外の医学部に在籍 

する学生 

②山口県外の高校を卒業し、山口県内に３年以上 

 継続して在住する保護者を有し、県外の医学部 

に在籍する学生 

イ １年生～６年生 

ウ 

大学卒業後、山口県内の公的医療機関等におい

て、小児科、産婦人科、麻酔科、救急科、放射線

治療科、病理診断科、呼吸器内科、外科の医師と

して勤務しようとする学生 

大学卒業後、山口県内の公的医療機関等におい

て、医師として勤務しようとする学生  

 

 

貸付けの条件 

○ 大学を卒業した日から２年以内に医師免許を取得し、その後、直ちに臨床研修を開始しなけれ

ばなりません。 

○ 臨床研修修了後、貸付期間の２倍に相当する期間に達するまでの間に、貸付期間の１．５倍に

相当する期間、知事が指定する県内公的医療機関等において医師として（特定診療科枠・外科枠

においては、当該診療科の医師として）業務に従事しなければなりません。 

 （県内の基幹型臨床研修病院が管理を行う臨床研修プログラムで実施された臨床研修期間につい

ては、貸付期間が５年以上の場合は２年、３年以上５年未満の場合は１年が業務に従事した期間

として算入されます。） 

返還免除要件 
 上記の「貸付けの条件」を全て満たした場合に、貸付金の全額（利息含む）の返還が免除されま

す。 

区  分 地域医療再生枠 緊急医師確保対策枠 

募集人数 １０人（山口大学９人、鳥取大学１人） ５ 人（山口大学） 

貸 付 額 月額１５万円 月額２０万円 

対 象 者 

山口大学医学部医学科推薦入試「地域医療再生

枠（山口県枠）」及び鳥取大学医学部医学科一般

入試「地域枠（山口県枠）」に合格した者全員 

山口大学医学部医学科推薦入試「緊急医師確保

対策枠」に合格した者全員 

 

貸付けの条件 

○ 大学を卒業した日から２年以内に医師免許を取得し、その後、直ちに臨床研修を開始しなけれ

ばなりません。 

○ 臨床研修修了後、１２年に達するまでの間に９年（緊急医師確保対策枠の場合、９年のうち４

年は過疎地域の病院において）、知事が指定する県内公的医療機関等において医師として業務に従

事しなければなりません。 

 （県内の基幹型臨床研修病院が管理を行う臨床研修プログラムで実施された臨床研修期間につい

ては、２年が業務に従事した期間として算入されます。） 

返還免除要件 
 上記の「貸付けの条件」を全て満たした場合に、貸付金の全額（利息含む）の返還が免除されま

す。 
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◆ 「地域医療の風だより」継続発送の御案内
 
 お送りいただいた情報は本誌の送付に関する用途以外には使用しません。

 

 ファックスでのお申込み

  申込書に御記入の上

   ◆ 

氏

送付先住

 
 

 Ｅメールでのお申込み

  件名を

先住所・郵便番号を記入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

山口県健康福祉部医療政策課医師確保対策班

山口県へき

〒753-8501  

電  話  

Ｅメール  

 http://www/pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11700/index/

山口県地域医療

「地域医療の風だより」継続発送の御案内

お送りいただいた情報は本誌の送付に関する用途以外には使用しません。

ファックスでのお申込み

申込書に御記入の上

 継続発送申込書

氏   名

送付先住所

Ｅメールでのお申込み

件名を「地域医療の風

先住所・郵便番号を記入

山口県健康福祉部医療政策課医師確保対策班

へき地医療支援機構

8501  山口県山口市滝町

  083-933-2937 

  a11700@pref.yamaguchi.lg.jp

http://www/pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11700/index/

岩国市周東町祖生の風景（河郷診療所の付近）

山口県地域医療の風だより No.17 

「地域医療の風だより」継続発送の御案内

お送りいただいた情報は本誌の送付に関する用途以外には使用しません。

ファックスでのお申込み 

申込書に御記入の上、ファックス番号

継続発送申込書 

名                  

所 
（〒  

 

Ｅメールでのお申込み 

地域医療の風だより継続発送希望（医師確保対策班）」

先住所・郵便番号を記入して、メールアドレス

山口県健康福祉部医療政策課医師確保対策班

地医療支援機構 

山口県山口市滝町１番１

2937  

a11700@pref.yamaguchi.lg.jp

http://www/pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11700/index/

岩国市周東町祖生の風景（河郷診療所の付近）

No.17 – 2018.3

「地域医療の風だより」継続発送の御案内

お送りいただいた情報は本誌の送付に関する用途以外には使用しません。

ファックス番号 083

                 

  －   

り継続発送希望（医師確保対策班）」

メールアドレス

山口県健康福祉部医療政策課医師確保対策班

１号 

a11700@pref.yamaguchi.lg.jp 

http://www/pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11700/index/

岩国市周東町祖生の風景（河郷診療所の付近）

2018.3 

「地域医療の風だより」継続発送の御案内

お送りいただいた情報は本誌の送付に関する用途以外には使用しません。

083-933-2829

                 

   ） 

り継続発送希望（医師確保対策班）」

メールアドレス a11700@pref.yamaguchi.lg.jp

山口県健康福祉部医療政策課医師確保対策班 

http://www/pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11700/index/ 

岩国市周東町祖生の風景（河郷診療所の付近）

「地域医療の風だより」継続発送の御案内

お送りいただいた情報は本誌の送付に関する用途以外には使用しません。

2829 にお送りください。

                 

り継続発送希望（医師確保対策班）」

a11700@pref.yamaguchi.lg.jp

「地域医療の風だより」継続発送の御案内 

お送りいただいた情報は本誌の送付に関する用途以外には使用しません。 

にお送りください。

                 （

り継続発送希望（医師確保対策班）」とし、申込者

a11700@pref.yamaguchi.lg.jp にお送り

にお送りください。 

（  歳）

し、申込者の氏名・年齢・送付

にお送りください。

歳） 

の氏名・年齢・送付

ください。 


